
子どもの居場所グループ

すべての子どもに居場所を
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自己紹介
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メンバー

張替 大関

小島 吉山

内田 小川
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現状・課題について
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藤沢市の現状・課題

・市役所などの勉強できる場所が混雑している

・若者(主に中高生)たちの遊び、勉強などが

できる場所、なおかつ天候に左右されない

場所が少ない

・学校以外の居場所や交流の場が少ない
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カワセミボイスに登録されていた実際の意見
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考察

無料で使える公共施設が不
足しているため居場所がない
と感じる人が多い。

多くの若者は退屈を解消する
手段や施設が少なく不満がた
まっている。
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既存の施設に代わる様々な人が
使える総合的な施設を作る

問題提起
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・作るだけでなく既存の施設を活用する

→市民の家など

・様々な人が使える

→幅広い世代間の交流が期待できる

・総合的な施設

→勉強、遊び、友達との交流など
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提案
市民の家の再整備を行う
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ホール利用率
平均：39.475％
辻堂砂山 99％
中里 8％

ホール以外利用率
平均：9.65％
藤沢 24％
仲里 1％
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実例
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他の市区町村の取り組み

https://b-lab.tokyo/

b-lab（文京区青少年プラ
ザ）公式ホームページより
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結論

勉強 運動 交流

市内で若者が過ごせる施設が少ない

⇩

若者が過ごせる環境を整備しよう！
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